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し
思
う
」
を
合
わ
せ
て
32
・
９
％

で
、
有
料
化
に
対
す
る
一
定
の
理

解
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。
粗
大

ご
み
の
リ
ク
エ
ス
ト
収
集
へ
の
希

望
は
、
処
理
困
難
物
を
回
収
で
き

る
制
度
に
し
て
も
ら
い
た
い
な
ど
、

多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
。

有
料
化
に
32
・
９
％
の
一
定

の
理
解
。
一
方
で
、「
あ
ま
り
思

わ
な
い
」
と
「
全
く
思
わ
な
い
」

を
合
わ
す
と
56
・
７
％
。
こ
れ
は

意
見
、
異
議
あ
り
の
方
が
多
く
い

た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
３
分
の
１

の
方
に
理
解
を
得
た
。
環
境
意
識

の
高
ま
り
、
ご
み
排
出
時
の
利
便

性
の
向
上
と
、
ご
み
処
理
費
用
の

負
担
の
公
平
性
を
求
め
る
声
が
増

加
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

第
４
回
目
の
審
議
会
で
も
説

明
が
あ
っ
た
１
次
答
申
の
内
容
は
。

３
月
に
審
議
会
よ
り
、「
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
に
向
け
た
今

後
の
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
」、

１
次
答
申
が
あ
っ
た
。
１
つ
目
は

少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
社
会
構

造
の
変
化
に
伴
う
多
様
化
・
高
度

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
利
便
性
の
向
上
と
負
担
の

軽
減
な
ど
を
目
指
し
、
戸
別
収
集

の
対
象
品
目
を
拡
充
す
る
な
ど
収

集
体
系
の
見
直
し
を
図
る
。
２
つ

目
は
、
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
、
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
や
排
出
量
に

応
じ
た
費
用
負
担
の
公
平
化
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
有
料
に
よ
る
リ

ク
エ
ス
ト
方
式
の
戸
別
収
集
の
導

入
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

有
料
の
リ
ク
エ
ス
ト
方
式
を

導
入
し
て
い
る
県
内
の
状
況
は
。

12
市
中
８
市
。
そ
の
う
ち
有

料
は
４
市
で
あ
る
。

本
市
の
料
金
体
制
は
。

審
議
会
等
の
途
中
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

有
料
化
導
入
の
時
期
は
。

審
議
会
の
途
中
で
あ
り
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

橿
原
市
の
地
域
公
共
交
通

４
月
16
日
か
ら
運
行
開
始
の
、

橿
原
神
宮
イ
オ
ン
モ
ー
ル
線
、
橿

原
神
宮
観
音
寺
線
の
２
つ
の
バ
ス

路
線
の
記
念
式
典
等
は
。

重
要
な
路
線
で
は
あ
る
が
、

奈
良
交
通
が
通
常
行
な
う
路
線
バ

ス
の
開
設
で
あ
る
。
ル
ー
ト
な
ど

の
試
験
的
運
行
と
い
う
意
味
合
い

か
ら
、
現
在
は
予
定
し
て
い
な
い
。

新
路
線
の
周
知
は
。

沿
線
自
治
会
へ
の
説
明
会
な

ど
で
広
報
し
て
き
た
。
ま
た
広
報

の
４
月
号
で
詳
細
に
知
ら
せ
た
い
。

発
着
と
な
る
橿
原
神
宮
前
駅
や
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
館
内
外
へ
の
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
周
知

も
お
願
い
し
て
い
る
。
沿
線
に
あ

る
高
等
学
校
や
公
共
施
設
な
ど
定

期
利
用
が
見
込
ま
れ
る
所
へ
は
、

定
期
券
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
案

内
を
行
っ
て
い
る
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
の
乗
り
継

ぎ
の
待
ち
時
間
。
県
住
川
西
団
地

か
ら
医
大
ま
で
の
時
間
や
費
用
は
。

新
路
線
は
、
１
日
７
便
、
約

90
分
間
隔
で
往
復
す
る
。
八
木
イ

オ
ン
モ
ー
ル
線
は
、
15
分
間
隔
で

発
着
す
る
た
め
、
大
き
な
待
ち
時

間
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
川
西

バ
ス
停
か
ら
、
医
大
は
乗
り
継
ぎ

時
間
を
合
わ
せ
て
約
30
分
。
料
金

は
、
２
路
線
と
も
、
１
乗
車
２
９

０
円
で
、
５
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ

ト
な
ら
、
１
乗
車
２
０
０
円
と
な

り
、
川
西
バ
ス
停
か
ら
イ
オ
ン
モ

ー
ル
で
乗
り
継
ぐ
と
片
道
４
０
０

円
に
な
る
。

市
内
北
西
部
の
公
共
交
通
の

現
状
と
今
後
は
。

こ
の
地
域
の
公
共
交
通
の
検

討
は
後
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
高
齢
者
社
会
を
見
据
え
て
検
討

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
他
市
町
村

の
取
り
組
み
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
７

市
町
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
８

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
長
に
聞
き
た
い
。

今
後
新
た
な
都
市
整
備
が
で

き
れ
ば
当
然
新
た
な
路
線
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
本
市
だ

け
で
行
な
う
も
の
で
は
な
く
、
県

と
も
近
隣
市
町
村
と
も
公
共
交
通

会
議
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

守
っ
て
い
く
会
議
で
は
な
く
攻
め

て
い
く
会
議
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
新
し
い
路
線
を
考
え
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
。

一般質問
宇
佐
美　

孝
二

宇
佐
美　

孝
二

（
新
星
橿
原
）

八

木

駅

南

の

住
民
訴
訟
の
影
響

八
木
駅
南
の
複
合
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
、
公
金
差
し
と
め
等

請
求
が
さ
れ
て
い
る
。
監
査
請
求

を
し
な
い
と
住
民
訴
訟
が
で
き
な

い
と
思
う
が
、
監
査
請
求
の
結
果

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

本
市
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
八
木
駅
南
市

有
地
活
用
株
式
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

が
平
成
27
年
２
月
付
で
交
わ
し
た

八
木
駅
南
市
有
地
活
用
事
業
契
約

に
つ
い
て
は
、
同
年
の
３
月
議
会

で
議
決
承
認
さ
れ
本
契
約
と
し
て

成
立
し
た
。
そ
の
本
事
業
契
約
が
、

地
方
自
治
法
の
指
定
管
理
者
制
度
、

ま
た
は
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ

る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進

に
関
す
る
法
律
の
公
共
施
設
等
運

営
権
、
そ
の
い
ず
れ
も
使
用
し
て

お
ら
ず
、
違
法
・
不
当
な
点
を
含

む
本
事
業
契
約
は
無
効
な
も
の
と

し
て
、
一
旦
解
約
し
て
見
直
し
を

す
る
べ
き
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。

監
査
結
果
と
し
て
は
、
委
員
３
人

の
合
議
に
よ
り
、
同
年
12
月
付
で
、

請
求
人
ら
の
主
張
に
は
理
由
が
な

い
と
し
て
棄
却
さ
れ
た
。

実
際
に
４
月
、
５
月
か
ら
工

事
を
始
め
る
の
か
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
も
話
を
し
て
お
り
、

新規路線バス（橿原神宮前駅西出口）
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